
評価の観点

【　】内は　様式内の記載箇所

１．現状の課題を適切に捉えており、SDGsゴール達成に向けた内容となっているか

【目的・概要】

適切な現状分析に基づいた課題設定がなされているか？

SDGｓゴール達成への関わりが明確に示されているか？

２．研究計画の目的は、１．と合致しているか
【目的・概要】

SDGｓゴール達成に向けて必要かつ重要な研究計画であることがわかる内容か？

３．All Doshisha Research Modelとして妥当か

【目的・概要】

社会課題を多角的にとらえて追求し、成果を通して社会に貢献するという 同志社大学のプロジェクトとしての立ち位

置を示せているか？

（加点要素）重点課題への貢献が期待できるか
【目的・概要】

国連総会、SDGs加速宣言で記載された重点課題（6課題）への貢献が期待できる内容か？

４．研究成果が貢献、寄与する範囲が明確で、全学的な優先課題として適切か

【研究終了後の計画】

研究成果はSDGsのゴール達成に貢献できそうか？貢献度の大きさ等から全学的な優先課題として判断できる内容

か？

５．研究成果発信は適切に計画されているか
【研究終了後の計画】

研究の達成度に応じて、研究成果を広く発信することを適切に計画しているか？

６．研究計画の目標設定が適切か
【研究実施計画】

目的に対して適切な目標設定がなされ、期待できる効果が示せているか？

７．達成目標に対する研究計画は妥当か

【研究実施計画】

達成目標に対する妥当な方法、スケジュールが示せているか？

この１年間で予定している計画がわかりやすく記載されているか？

８．実施体制が妥当か

【研究メンバー・研究実施計画】

研究計画に対する妥当な研究実施体制がとれているか？

研究メンバーの役割分担は適切か？

９．予算計画が適切か

【研究経費内訳】

予算計画は妥当であり、有効に使用されることが見込まれるか？

研究計画遂行上真に必要なものが計上されているか？

１０．期間終了後の研究の発展性が期待できるか
【研究終了後の計画】

本プロジェクトによる1年間の支援終了後の構想が明らかで、研究の発展性が期待できるか？
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